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今後はマイクロプラスチックの排出規制に関する議論が進むことが想定されており、分離技術の確立は極めて重要である。特に膜分離などでの分離が困難な微粒子を
念頭に本研究で提案した分離手法の検討を進めるとともに、プラスチックを利用する様々な現場のニーズに応じた分離手法や分離条件の最適化を進めていく予定である。

「磁場応用によるマイクロプラスチックの分離」
近年、マイクロプラスチックによる海洋汚染が世界的な問題となっている。WHOの報告書によると、マイクロプラスチックおよびマイクロプラス

チックと関連のある化学物質の摂取量は非常に小さく、現時点で人体への健康リスクは確認されていないが、将来的な人体への影響についての懸念が
あるとされている。本研究では、マイクロプラスチックの分離手法として、プラスチックが絶縁物
であることをおよび海水が電解質であることを利用し、電場と磁場を制御した電磁アルキメデスカ
によるマイクロプラスチックの分離方法について検討を行っている。ここでは内径50mmのソレノ
イド型超伝導マグネットを磁場源として利用し、直径0.2mmのポリエチレン球を分離対象粒子とし
た場合の分離可能な条件をシミュレーションにより検討した結果を右図に示す。図は粒子が鉛直方
向に流されながら、電場及び磁場印加領域において、流路左端から右端まで電磁アルキメデス力に
よってポリエチレン球が移動する軌跡を示している。磁気アルキメデスカは磁束密度に比例するた
め、強磁場下において高効率な分離が可能となる。これに加えてマグネタイトをプラスチックの吸
着材として利用した新たな分離方法などについても検討を進めている。
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It is anticipated that regulations on microplastic emissions will be promoted in the future, and the establishment of separation technology is extremely 
important. We plan to optimize separation methods and conditions to meet the needs of various cases that use plastics.

separation of micro-plastics using magnet technology
Microplastics in marine pollution are a global issue. Although the WHO reports no current health risks from microplastics, future concerns remain. This 

study explores separating microplastics using electromagnetic Archimedes force. A 50 mm diameter solenoid-type superconducting magnet is used, and 
simulations show polyethylene spheres (0.2 mm) can be separated efficiently under strong magnetic 
fields. Additionally, a new method using magnetite as an adsorbent is being investigated.
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